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【推進委員及び庁内委員による総合評価】

協働事業として、うまく機能しなかった。

協働事業に関する総評

　多くの市民にとって競技体験機会に乏しかったラグビーでありましたが、本事業において、子ども
から大人までが一緒に競技することができるタグラグビーをする機会を提供したことにより、市民が
新たなスポーツに触れ合うきっかけとなりました。特に小学生においては、成長の過程で楽しむス
ポーツのひとつとして選択肢が増えたことと思います。
　また、本市の特色のひとつである、南畑地域の資源である田んぼを利用した「たんぼラグビー」に
は、多くの参加者が集まり、地域おこしの一つとなった上、富士見市を市内外へ広くＰＲすることが
できました。
　今回の取り組みは、団体と市担当課以外にも、地域の方や市の他部署の協力によって実施すること
ができ、協働事業の好事例として評価できます。今後の事業展開に期待しています。

結果 協働事業の評価

○
当該協働事業を実施したことで、具体的に市民サービスが向上する等、適切な協働
事業として評価できるものである。

ほぼ適切な協働事業として評価できるものである。

事業の名称 たんぼラグビー＆出張タグラグビー体験会

団体名 スクラム富士見

担当課名 生涯学習課

協働事業評価シート

実施年度 平成

提案種別 　　市民提案型 　　行政提案型


